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令和 6 年度事業報告 

事業年度 令和 6 年 1 月 1 日から令和６年 12 月 31 日 

                                      令和 7 年 3 月 12 日 

NPO 法人小児がん・まごころ機構(MOCC) 

 

1 事業実施の方針 

かねてより事業実施の方針として堅持してきた以下の 3 つの方針を令和 6 年度も継続する。 

 

I. NPO 設立当初より継続してきた ICT を活用した日本における永続的な小児がん長期フォローアッ

プの仕組みの確立に向けた事業を推進する。 

II. アジア小児血液・がん治療研究グループ（通称：APHOG)の活動及び事務局機能の担務。また、1.

の活動により得た知見をアジアにおける小児がん長期フォローアップに生かし、それを支援する活

動も含める。 

III. WHO(世界保健機関)及び SIOP/SIOP-Asia と緊密に連携し、「WHO Global Initiative for 

Childhood Cancer（通称：GICC）」(2030 年までに世界の小児がんの治癒率を 60%以上に上げ

る。2018 年発表)を推進するため、国内外における啓発・広報活動を行う。 

 

 

2 具体的実施事業 

 

(日本国内事業) 

 

【2024 年 2 月 4 日(日)】 

「国際小児がんデー 2024 in 佐賀」 （資料 1－(1)参照） 

主催:MOCC, APHOG 

共催:SIOP/SIOP Asia, Amazon Japan GK 

会場：ホテルニューオータニ佐賀 

 

◎会場参加は第３回目の一昨年から開始したが、４回目の今回は、ほぼ満員の１５０名を越す皆様にご

参加いただき、大変盛会のうちに終えることができた。 

本イベントの動画は YouTube で閲覧可。  

 動画：「国際小児がんデー 2024 in 佐賀」 

YouTube： https://youtu.be/t8qDKLFxJKE 
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【2024 年 6 月 24 日(月)】 

“APHOG Annual Meeting 2024” during SIOP Asia 2024 (16th Congress of Asia continental branch of 

International Society of Paediatric Oncology) （資料 1－(2)参照） 

 

◎NPO 法人小児がん・まごころ機構が正式に事務局を務める、アジア小児血液・がん治療研究グループ

（通称：APHOG）が、2024 年 6 月 22～25 日にパシフィコ横浜で開催される第 16 回国際小児がん学会

アジア大会 (SIOP Asia 2024)の２日目に、ランチョンセミナーと共に ”APHOG Annual Meeting 2024”

を、SIOP Asia 及び St. Jude Global と共催で終日行った。 

APHOG と MOCC の活動を内外共に拡くアピールでき、その知名度アップにも貢献した。 

 

【2024 年 9 月８日(日)】 

“ WHO Global Initiative for Childhood Cancer (WHO GICC) in Tokyo 2024”（資料 1－(3)参照） 

主催: APHOG,SIOP Asia, MOCC 

共催：Purple Songs Can Fly Japan 

後援：厚生労働省、国立がん研究センター、国立成育医療研究センター、他 

会場：国立がん研究センター  

同時通訳:日・英 

 

◎9 月の小児がん啓蒙月間に伴い、Global Gold September Campaign「世界小児がん啓発キャンペーン」

の一環として、２０２１年から毎年開催している、“ WHO Global Initiative for Childhood Cancer (WHO 

GICC) in Tokyo 2024”世界のすべてのがんの子供を救おう～２０３０年までに、小児がんの治癒率を６

０％以上に～国際シンポジウムを開催した。 

今年で 4 回目の開催となるこの WHOGICC には、医療関係者、患者家族、学生など 160 名以上の参加

があった。アジアの小児がんの現状レポートや基調報告などもあり、大変充実したイベントであった。 

 

(海外事業) 

 

【2024 年 11 月 6 日(水)】 

"4th APHOG & SIOP Asia Joint Scientific Symposium 2024” (virtual) オンライン開催  

（資料 1－(4)参照） 

◎ＮＰＯ法人小児がん・まごころ機構の全面的な支援により、本シンポジウムをオンラインで開催した。 

今回のテーマは ”Retinoblastoma”（網膜芽腫）。４名の国際的に著名な研究者の発表があり、大変レベル

の高いシンポジウムであった。  

 

【2024 年 12 月 11 日(水)】 

“3rd APHOG Global Seminar 2024” (virtual) オンライン開催 （資料 1－(5)参照） 
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◎今回のテーマは “Soft Tissue Sarcoma: Asian Challenge”（軟部肉腫：アジアの挑戦） 

３名の著名な研究者がオンラインで講演。300 名以上の参加登録があった。 

ＮＰＯ法人小児がん・まごころ機構の全面的な支援で開催した。 

 

【2024 年 1 月～12 月】 

月例の APHOG Executive Council オンライン会議、及び APHOG Executive Council and Advisory 

Board Joint Meeting オンライン会議の支援を行った。 

 

 

・3 その他の活動 

 

＜定期ミーティングの実施＞ 

・各施策の進捗状況チェックと改善のため、報告と月 2 回の定期的なミーティングの実施 

 

<広報活動> 

・ホームページの更新 

（広報、寄附金集めのプラットフォームとして、合目的的に改良） 

・積極的なニュースリリースの実施 

・各実施活動に対して、ニュースリリースを作成、SNS 活用 

→SNS のマルチメディア化(インスタグラム,youtube 実施)。メールマガジンの定期発信を実施。 

 

<認定 NPO 取得に向けた活動、会員制の実施検討> 

・認定 NPO 取得に向けた活動 2023、2024 年度で検討。継続的に 2025 年度も進行（行政書士へ委託） 

・毎月定額寄附をしてくれる方を対象とした会員制の創設を検討、準備。 

→2025 年度から具体的に実施予定。 

  

＜寄附金集め＞ 

・法人及び企業、個人からの寄附集め。 

・ふるさと納税による寄附金集め。 

 

・4 人事 

 

・ 令和６年１２月３１日を以って早川泰雄氏が退任し、令和 7 年 1 月 1 日より、妙圓薗学氏が新事務局

長に就任。 

・ 東京事務所において、令和 6 年 4 月 1 日より APHOG の事務支援業務担当として竹村貴美子氏、及

び広報活動・クラウドファンディング支援業務担当として越山直紀氏に委託し両業務の強化を図る。 
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